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日吉和代 相川 毅 岡田美喜子 光永尚生 石川敏也 相川 毅会 長 書 記 会 計A副会長 B副会長 副書記
三島クラブ会長主題：コロナに負けず「和・楽」で活動を！！ （日吉和代） 国際会長：世界とともにワイズメン
（キム・サンチェ：韓国）　アジア太平洋地域会長：100年を超えて変革しよう（大野勉：神戸ポート)　東日本区理事：私たちは次の世代
のために何ができるか？（大久保知宏：宇都宮）　富士山部部長：ワイズリニューアル！今、出来ることはしたたかに（小原進一：熱海）

THE SERVICE CLUB OF THE Y.M.C.A AFFILIATED WITH THE INTERNATIONAL ASSOCIATION OF Y'S MEN'S CLUB

「わたしは植え、アポロは水を注いだ。しかし、成長させてくださったのは神です。」と聖書にあります。成長させてくださったとは、神様がずっ
と私たちから離れずにいたということです。神様に守られて、日々成長させていただいていることに感謝しましょう。

9/29：岡田 P 該当者なし

　新しい企画は、みしまプラザホテルを会場に第 1部
「地球環境の今を語ろう」、第 2部「僕たち私たちが考
える未来の街」と題して、子どもサミットを予定して
いました。
　駄菓子と交換できる「ゑびす券」は、スタンプカー
ドへ変更し、駄菓子の交換方法も検討中でした。
　コロナ禍を理由に参加見合わせが続く中、三島クラ
ブでは「防災スリッパのつくり方」を子どもたちに伝
授しようと準備を始めて頂いていました。
　嬉しい驚きもありました。商店街のみなさんがとて
も協力的であったことです。コロナ禍でも子どもたち
のために何かやってあげたい、地域を元気にしたいと
いう思いを共有することができあました。また、後援
団体さま、協賛企業さま等が賛同くださり、例年通り
ご協力下さったことです。
　私にとって「街中だがしや楽校」とは、単に夏の風
物詩・子どもたちが心豊かに生きる力を育む手助けが
できるということだけでなく、人との出会いの場であ
り自分を成長させてくれる場である感じています。
　今回の努力はきっと報われる。来年こそ、子どもた
ちの笑顔に会いたいと願っています。
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強調： EMC

幻の「街中だがしや楽校」

B 副会長　岡田 美喜子

　今年 8月 22日、「第 13回街中だがしや楽校」が開催
される予定でした。
　三島クラブでは、毎年このイベントに出展し、子ど
もたちとの触れ合いを楽しみにCS活動を行っていま
す。残念ながら、昨年に引き続き、今年も中止になっ
てしまいました。
　街中だがしや楽校運営協議会では、昨年は5月に「三
嶋大祭り」が中止を決定したことを機に中止を決定し
ましたが、今年はコロナ禍でも子どもたちのために何
とか開催できる方法はないかと模索していました。
　3月から中止決定の 8月 4日までの間、1か月に 3～
4回会議を開催し、現場確認や商店会へのお願い、あ
いさつ回り、会場の打ち合わせ等活発に活動しました。
私は運営協議会で副会長をさせていただいていますの
で、PRのため三島倫理法人会で講話もさせていただき
ました。
　今年度は、三嶋大社をお借りするのかしないかから
議論が始まり、内容はもちろんのこと、協賛金を集め
られるか、会場をどこにするか、何を出展するか、音
の問題はどうか、そして多くの時間を費やしたのが感
染症対策です。子どもたちのイベントですので、手指
消毒やソーシャルディスタンスをはじめ、入場制限、
人の流れ、非接触等、県のイベントガイドラインもあ
り、課題が尽きることがありません。内容も場所も一
新したことから、チラシの内容もデザインも、とにか
く1からやり直しです。
　さて、どのような内容を企画していたかというと、
メイン会場は中央町のNTT跡地とし（快く貸してい
ただきました）、ワークショップ 12団体（例年約 30）
とステージ、だがしやマーケット等を設置し、チビッ
コあきんど体験を大社前商店会・中央町商店会・本町
小中島商栄会・本町大中島商店会までの 10商店にご協
力頂くことになっていました。

2021 年 9月例会：9月 21 日（火） 18:30 ～ 緊急事態宣言に係る静岡県の対応方針により中止

成長させてくださったのは神です。　　　　　　　　　　　コリントの信徒への手紙一 3 章 6 節

Happy Birthday Happy Anniversary



TO ACKNOWLEDGE THE DUTY THAT ACCOMPANIES EVERY RIGHT　強い義務感を持とう 義務はすべての権利に従う

三島ワイズメンズクラブ  2021 年 9 月号ブリテン
<発行：会報・広報委員会（石川敏也・相川毅）>掲載内容に関することは
☎090-3566-6494（石川）まで、気軽にお問い合わせください。

2021年9月 第3回 役員会議事録

日　　時：2021 年 9 月 7 日（火） 19:00 ～ 20:30
場　　所：各自 ZOOM により参加
出　　席：8 名中 6 名（相川ワイズ事務所：日吉会長〇、
相川 A 副会長・会計〇、渡邉●、石川〇）（ZOOM：大村
〇、岡田 B 副会長〇、福田●、光永書記〇）＋大村メネッ
ト　計 7 名
各種報告事項
1. 東日本区富士山部大会、評議員会中止報告がなされた。
2. 東日本区常任役員会に、光永書記が、日本YMCA同盟
担当主事として出席し、今後の協議を行ったことの報告が
あった。
3. 岡田ワイズから、三島市役所秘書課より、三島クラブの
活動に対して、活動の問い合わせがあったことの報告がな
された。活動のまとめをとおして、三島市より、三島クラ
ブの活動への感謝が行われる可能性に言及された。後日正
式になる。三島クラブの 40 周年記念誌などを届けて、活
動報告とする（11/3 に三島市制 80 周年式典が開催される
が、ワイズの表彰も検討中。そのため、活動内の写真を希
望されており提供することが報告された）。
委員会報告
●BF・EMC・YMCA委員会：YMCAスピーチコンテス
トの案内について、三島市役所にて、大村メネットが配布
実施の報告があった。
●会報・広報委員会：8月の例会は中止の見込みのため、
ブリテンをA4サイズにて作成すること。9月号については、
大村メネットによる「シルクロードの満月」の寄稿。福田
ワイズによる、寄稿は、10 月にて行う。
●CS：プルタブ、使用済切手の啓示を行うことと岡田ワ
イズへ依頼。
●プロドラ：9月の対面例会は、中止とする。
●DBC：石川ワイズより、京都クラブからの八つ橋の贈り
物については、京都クラブ交流委員長の杉本ワイズ宛にお
礼状を送ることの報告。日吉会長から、京都クラブ会長名
宛で、三島クラブからの公式のお礼状とすることが確認さ
れた。
協議事項
● 9月の例会は、緊急事態宣言発令中につき正式に中止と
する→決定
● 8月以来、今後の例会の持ち方をどうするかなどの協議
を検討していたが、十分にはできていない。そのため、10
月の役員会では、テーマを「今後の例会の持ち方」に絞り、
しっかりと協議して決めてはどうかという提案があった。
各自意見交換して、10 月はテーマを絞り込み協議すること
とした。→決定
● 10 月役員会日程：10 月 5 日 ( 火 )　19:00 ～ 20:30 →決定
●電子化されたロースターデータの件で意見交換→決定
●事業計画書に関しては、最終確認として配布することと
なった→決定
●会計の件。後期の会費を、予算から削減して 10,000 円 /
月を 5,000 円とする。この措置は、後期のものとして 6か
月間適用することとなった→決定
●熱海災害支援募金は、会費より全額の 100,000 円を拠出
する修正案→決定
●三島クラブの案内リーフレットのYMCAマークや、熱
海YMCAから静岡YMCAへの変更などあるので、石川ワ
イズと今後継続協議する→決定

『新彊ウイグル自治区ウルムチの十五夜』
　私が静岡大学を退官したら記念にと夫の知人で元JR東京
駅長の木下秀彰氏と以前から約束していた「名月のシルク
ロードの旅」を早速2009年9月に木下氏が企画して下さいま
した。旅は中国と太いパイプのある木下氏ゆえに中国観光
局後援のVIP待遇で東行快速特別列車を木下氏の知り合い
32名で借り切り、西安からウルムチまでのシルクロードを
昼間は観光し、夜は「特別グリーン寝台車泊（2人個室）」
で移動する8日間でした。
　圧巻だった兵馬俑の規模、黄河岸壁の巨大な摩崖仏、万
里の長城終点は10年前に登った北京の長城とは異なり荒れ
た果て、敦煌の莫高窟は懐中電気で照らしての見学、鳴沙
山ではラクダに乗って移動、赤い火焔山は孫悟空を思い出
すと夫は話し、私はローランの美女のミイラは高い鼻筋よ
り包んである布に興味津々（被服学視点の名残）、延々と
続くゴビ砂漠に数キロも並ぶ風力発電機に圧倒され、何面
ものテニスコートかと見間違えた唐辛子は、すぐ近くの町
は光化学スモックでヘットライトをつけないと数メートル
先も見えない程の公害環境下の砂に何日も直干し、ダンプ
カーで回収していました（以後、家庭菜園で有機栽培）。
砂漠に出現するカレーズは澄んだ水がとうとうと流れオア
シスの町は予想外に広く、立ち寄った農家で栽培した自家
用干しブドウをたくさん購入しました。
　旅の終点、新彊ウイグル自治区ウルムチで満月の夜を迎
え、官庁のお歴々も同席しての歓迎晩餐会は私達夫婦が
主賓で珍味「ラクダの足の裏の料理（プリプリコラーゲ
ン）」など初体験の料理を賞味しながらウイグルの民族舞
踊を楽しみ、宴の後は広場で中秋の名月を愛でました。当
時も広場で憲兵が多数見張っていて異様でしたが近年、ウ
イグル族の人権問題の報道が多く、あの舞踊団の美女達は
現在どのような境遇かと心配です。
　十五夜は現職時の出張中に
モンゴルのゲルやパリのセー
ヌ河畔などでも迎えたことが
あるけれど「ウルムチの中秋
の名月」は最も懐かしく、今
年も十五夜が近き思い出話を
夫と繰り返しています。

ワイズメネットの
『折り折りの記』
②長月編 記・大村 知子

在籍者 8名 メネット 1名 スマイル累計 6,400円
出席者 6名 ゲスト 0名 プルタブ 0g
出席率 75％ ビジター 0名 プルタブ累計 8,400g
メーキャップ 0名 総出席数 7名 古切手 0g
修正出席率 75％ スマイル 0円 古切手累計 1,970g

※写真は左上から時計回りに「ウルムチの晩餐会料理（ラ
クダの足裏など珍品が並ぶ）」「十五夜のウルムチ広場」「ウ
イグルの民族舞踊」「トルファン千佛洞近くの老人と」


